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◇各幼稚園・小学校・中学校における特色ある取り組み◇

園 部 幼 稚 園 八 木 中 央 幼 稚 園

園 部 第 二 小 学 校

「市長と語ろう、私たちのまちづくり」を開催しました！
１２月２４日（金）南丹市、南丹市議会、

南丹市教育委員会が主催となり、今回で４回

目となる「市長と語ろう、私たちのまちづく

り」を、南丹市議会議場で開催しました。

南丹市立小中学校の児童生徒１１人（小学

生７人、中学生４人）が「ふるさと南丹市の

１０年後は、どうなっていてほしいか」をテ

ーマに意見発表を行いました。

主な提言内容

・みんなが集う公園、自然を生かした遊

び場の設置

・環境について考えるイベントの開催

・南丹市の歴史や文化の継承

・あいさつを通したまちづくり

・自然を活かしたイベントの創出

・公共交通機関の利便性の向上動画やイラストを使い、児童生徒が市長と意見を交わしました

◇南丹市教育委員会の取り組みと事業展開について◇

遊びを通して育まれる力～こままわしに挑戦！～

幼稚園では、各年齢に応じたこまを
用意し、伝承遊びを楽しむ機会を作
っています。３歳児は、手回しごま
に挑戦。自分で回せることの喜びを
感じています。４歳児は、糸ひきご
まに挑戦。ちょっと難しいことが意
欲をかきたてます。今までの経験か
らこま回しの楽しさを知っている５
歳児は、友達や先生が鉄芯ごまを回
している姿に刺激を受け、自分もや
ってみようと挑戦。最初は回せなか
った子も友達に教えてもらいながら
回せるようになってきました。こま
回しでは、回せたことが一つの自信
となり、次の目的（技）につながり
ます。何度失敗しても諦めない気持
ちや試行錯誤する面白さを感じて欲
しいと考え取組んでいます。

５歳児 親子触れ合いウォークラリー！！
～八木町の自然を親子で満喫～

今年度、５歳児は「めざせ八木めぐ

り名人」と名づけ、八木町内の帝釈天

や清源寺、竹林公園に出かけました。

八木町の地域の方や文化財等に触れる

ことで、ふるさと八木町の良さや温か

さを感じてほしい、八木町の町を好き

になってほしいと願い、取り組んでい

ます。１１月には親子触れ合いウォー

クラリーを行い、親子で園周辺の川沿

いの道を歩いたり、ドングリを拾った

り、一緒に大縄跳びに挑戦したりしま

した。親子で八木町の豊かな自然に触

れ、恵まれた自然の中で再発見がある

と共に、親子だけでなく、子ども同士

や保護者同士の交流も深まり、笑顔あ

ふれる１日となりました。八木中学校

ブロックの校種間で連携しながら「地

域道徳」の取り組みを進めています。

今回、園部小学校運営協議会の

働きかけに、園部郵便局のご賛

同・ご協力をいただき、郵便局員

による子ども見守りが実現しまし

た。郵便物を運ばれる局員のみな

さんが、まるで「動く『子ども110

番の家』」のように、子どもたちを

見守ってくださいます。

地域をあげて地域の子どもたち

を見守っていこう！そんな機運

が、今後ますます高まっていくこ

とを願っています。

園 部 小 学 校

地域あげての子どもの見守りを！
社会科の学習で日本と外国との違いについて
調べて話し合う６年生

本校では、ICT機器の効果的な活用を

通して学びを深める授業づくりに重点

的に取り組んでいます。タブレットを

使い、問題を解く、調べる、プレゼン

テーションを作る等、学習課題に取り

組んだり、考えを発信したり交流した

りする等、多様な学習場面で活用して

います。多様な機能から自分に合った

方法を選んで課題に取り組むことで、

自分の考えを整理したり分かりやすく

まとめたりする力を付けています。ま

た、一人一人の考えを共有することで、

考えを広げたり、見方を変えたりしな

がら学び合っています。

タブレットの効果的な活用により、

活発に話し、考え、「みんなで学び合う

ことが楽しい」と感じられる学習をこ

れからも目指していきます。

美山山村留学事業について

（社会教育課）

南丹市美山町で実施している美山山村留学

事業。令和３年度は７名の児童が１年間保護者

の元を離れ、美山山村留学センター「四季の里」

で共同生活を送りながら、美山小学校に通って

います。日々の生活は、指導員や寮母さん、地

域の方に支えてもらい、毎週木曜日は里親宅で

過ごします。

今年の冬は雪がたくさん降ったので、地元で

はなかなか体験できない雪遊びをすることが

できました。地元に戻っても、美山のことや仲

間のことを忘れずにいてほしいです。

学校施設の整備について

（教育総務課）

令和２年度に行った小学校のトイレの洋式

化と特別教室へのエアコン設置に引き続き、令

和３年度は、中学校のトイレの洋式化と特別教

室へのエアコン設置を行いました。

蓋のある洋式トイレは、和式トイレに比べて

ウイルス等の空気感染防止に一定の効果があ

るとされており、エアコンの設置とあわせて、

児童・生徒のみなさんが安心で快適に学校生活

を過ごせるように、学習環境の整備を行いまし

た。

学校施設は、一日の大半を過ごす子供たちの

生活場所となるため、今後も生活様式の変化に

あわせた感染症対策と、

児童・生徒の健やかな

学びの保障の両立に努

めていきます。

GIGAスクール構想について

（学校教育課）

ＧＩＧＡスクール構想によって南丹市内の小

中学校に一人一台学習用タブレット端末が整備

されました。子ども達は学習用タブレット端末の

操作にも次第に慣れていき、調べ学習や発表の場

面では、学習用タブレット端末を使用して意欲的

に学習に取り組むようになっています。さらに、

意見や考え方を共有するアプリを授業の中で効

果的に活用することにより、子ども同士の交流も

活発になってきています。

また、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

長期自宅待機となった子ども達の家庭学習をサ

ポートするため、学習用タブレット端末を自宅に

持ち帰りオンライン学習にも取り組んでいます。

学校での積極的

な ICT機器の活用

により、学習効果

がより高まってい

ます。



桜 が 丘 中 学 校美 山 中 学 校

美 山 小 学 校

殿 田 中 学 校

胡 麻 郷 小 学 校

八 木 中 学 校

殿 田 小 学 校

園 部 中 学 校

八 木 西 小 学 校 八 木 東 小 学 校

城山頂上で、内藤ジョアンの末裔である内藤大
さんとジョアンの歌を歌いました

八木西小学校では、保護者や地域の

方とともに取り組む地域道徳を進めて

います。地域の方とお米作りやお芋掘

り、城山登山やお掃除名人に掃除のコ

ツを教えてもらったりするなど、地域

の方と触れ合いながら地域を学び舎に

様々な体験活動に取り組んでいます。

また、今年度はおうちの方にも道徳

の授業に参加していただき、考え、議

論する 道徳学習 「みんなで どう

とく」に取り組んできました。「子ども

といっしょに考える貴重な時間となり

ました」などのお声をいただき、大人

も子どもも共に道徳的価値観を深める

機会となりました。地域道徳を通して、

大人も子どももともに学び、八木の町

を愛してやまない「八木西 大好き！」

の気持ちを育んでいきます。

特別支援コーディネーターが、具体的な例を
挙げて理解教育の授業を行います

本校の人権教育を基盤とした教育

活動を推進していくために欠かせな

いのは、特別支援教育の充実です。

人それぞれの障がいの多様性を尊重

し、一人一人を理解していこうとす

る態度や行動力を身に付けていくた

めには、定期的な学びの場がとても

大切です。人はみんな望まれて生ま

れてきたこと、人には個性があり得

て不得手があること、人それぞれに

成長のスピードが違うこと、人に合

った支援や配慮（教育）が大切なこ

と、そのため互いにわかり合い助け

合える仲間づくりが大切なことな

ど、児童への理解教育をすすめてい

ます。

殿田小学校産黒豆味噌の完成！
お雑煮にぴったり！！

今年度、全学年で「ふるさと学習」

に取り組んでいます。３年生では、

地域の方にお世話になり、日本の伝

統的な食材である黒豆を栽培しまし

た。１粒の種から、たくさんの枝豆

や黒豆ができることを、体験を通し

て知りました。

また、冬には黒豆を使った味噌づく

りにも挑戦。日本の伝統的調味料で

ある白味噌を地域の方と一緒につく

りました。皮をむいたり、麹や塩と

混ぜたりするなど、一つ一つの工程

を教えていただきながら丁寧に行

い、最後に温蔵庫で熟成。学期末に

は見事な白味噌が完成しました。多

くの方に支えられながら、心が温ま

る活動となりました。

本校の地域道徳の取組として５年

生では、地域の高齢者の方に笑顔・

元気になってもらおうと、手紙や年

賀状を送りました。涙が出るほど喜

んでもらえたことを頂いたお返事か

ら知りました。このことがきっかけ

となり、校内マラソン大会では、児

童の名前を書いたカードを持って沿

道で応援してくださる方の姿も見ら

れました。地域の方に大切にされて

いることを実感すると同時に、自分

達も地域の方に勇気や元気を与える

存在であることを強く感じ、地域道

徳の取組を通して、「つながり」の大

切さを学んでいます。地域の高齢者方々にお手紙を送った５年生

６年生を送る会の準備をする５年生

５年生の子どもたちが、６年生を送

る会に向けて取り組みました。実行

委員、司会、発表、スローガン、プ

ログラム、くす玉の係に分かれて、

グループごとに話し合ったり、準備

物を整えたりしながら活動を進めま

した。時間の終わりには、各担当の

進捗を報告しあって、一人一人が自

分の役割を果たしつつ、５年生みん

なで行事の成功に向けてチームワー

クを高めていくことを確かめまし

た。送る会は大成功でした。最高学

年としての歩みがスタートしまし

た。
い の ち の 学 習 講 演 会

本校では、年間を通して「いのちを

大切にする取組」を行っています。

その一貫として、アジア各国の貧困

地域を撮影・調査・支援しておられ

るカメラマンの池間哲郎氏を講師と

してお招きし、本校PTAのご協力の

下、「いのちの学習」講演会を12月

に開催しました。

訪問された国々で、懸命に生きる子

どもたちの姿を目の当たりにされて

こられた池間さんの講演から気づか

されることはとても多く、講演後の

感想には、「自分の今の生活は決して

当たり前ではないこと」や「今の自

分の人生を精一杯生き抜きたいこ

と」等、たくさんの気づきがつづら

れていました。

友達の保護者と意見交流、議論する様子。当日は

生徒がグループ毎に司会進行・記録を務めました。

八木中学校ブロックで進めている
「地域道徳」の一環で「みんなで道
徳」という保護者や地域の方と一緒
に道徳の授業に取り組んでいます。
昨年 12 月には１年生が保護者と一
緒に、「これからのスマートフォンと
の付き合い方」をﾃｰﾏに意見交流と協
議をしました。
１年生は大人の視点での意見を聴

いて参考にしたり、参加された保護
者は子どもの意見を聴いて納得され
たりと、様々な考え方、価値観に触
れる機会がもて有意義な道徳の授業
となりました。
今後は保護者に加え、地域の方とも

一緒に議論し、様々な意見や考えに
触れながらともに高まり合う取組と
して実施したいです。

オンラインで実施した進路集会

殿田中学校では、豊かな学校生活を
創造するために、月に一度、水曜日
の放課後を「特活の日」とし、生徒
の主体的な活動に取り組んでいま
す。2月は「進路」に関する生徒集会
でした。今回は感染症予防のため、
学年ごとに分かれてオンラインで行
いました。集会では、3年生から将来
の夢や受験を前にして思うこと、下
級生へのアドバイスが、卒業生から
は、高校生活の紹介や将来への展望、
中学生へのアドバイスがありまし
た。進路実現に挑む 3年生の姿や卒
業生の話から自分を見つめ直しまし
た。タブレットのチャット機能を利
用して、随時、感想や質問も出され、
お互いが進路について考えを深める
貴重な時間となりました。

京都府小論文グランプリ表彰式での受賞者

本校では毎年、表現力の育成を目指
した小論文の作成に取り組みます。
今年もテーマ別のゼミに分かれ、学
校生活や社会を様々な視点で見つめ
直し、日頃の関心事・疑問点を基に
自分の考えを論じました。例年の教
科、人権、環境、道徳観等に加えて、
コロナ禍での生活様式、医療従事者
への感謝、社会の情報化等、昨今の
状況を踏まえたテーマが選択された
のが特徴的でした。京都府小論文グ
ランプリでは３名の作品が優秀賞・
入選として表彰されました。今後も、
未来を生きる生徒達の生活を支える
基盤として、自分の考えを論理的に
まとめ、分かりやすく伝える力の育
成に取り組んでいきたいと考えてい
ます。

日本の伝統文化を生徒会活動を通して学ぶ

今年度、桜が丘中学校（園部小分教

室を含む）では、生徒会活動の一環

として「百人一首大会」を実施しま

した。文化委員会が中心となり計

画・運営を担当しました。当日に向

けて仲間と問題を出し合うなど、意

識を高めて取り組みました。

本校においては初めて行う行事で

したが、終始和やかな雰囲気の中で

開催することができました。全校生

徒参加の中、学年の垣根を越えて日

本の伝統文化に触れる時間にするこ

とができました。


